
課題研究
Ⅰ

課題研究Ⅱ
・東北大連携講座
・東松島（野蒜・洲崎）
・東南アジア

メコン川FW

課題研究
Ⅲ

メコン川フィールドワーク(FW)を通して感じた
“地域貢献”の在り方とは
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カンボジアの水問題解決へ！
・12月15～27日の12泊13日

・アンコールクラウ村、トンレサップ
湖でインタビュー調査や水質検査

・バイヨン中高でアンケート調査

・発酵食品づくり体験など現地の文化
に触れる

現地で水問題を抱えている人々へインタビュー【FW】

調査結果から問題を発見し、その構造を明らかにする

学会発表、専門家からの助言

先行研究・文献の調査

解決策のアイディア
学校で解決策の試行

現地で解決策の試行

現地の人々が自分たちの力だけでできる解決法を提案【FW】

試行錯誤

知識の共有

先行研究・文献の調査

宮城県仙台二華高等学校

みやぎ高校生フォーラム「私たちの志と地域貢献」



私達の予想

①ある
②あるがお金が足りない
③欲しい

し
か
し
実
際
は

結果

①大腸菌が検出された飲み水を
使っている家庭のほとんどが
「ない」と回答

②ほぼすべての家庭が「ある」
と回答

③半分ほどが「あるがお金がな
いため改善できない」と答え、
半分は「特にない」と回答

④唯一②で「ない」と答えた
家庭のみ「欲しい」と回答

そもそも困っている様子の家庭は

少なく、ニーズがない！！

この方針で研究を進めていって良いのだろうか…

地域貢献に関する研究において
まず優先すべきは

現地のニーズ！

＜現地のニーズを把握するには＞

・インタビューやアンケートなどの交流を通して現地の方の考えに
直に触れる

・自分たちの常識や視点からではなく、現地の方の目線に立つこ
を常に持つよう心がける

“地域貢献”が
ただの「押しつけ」に
なってはいけない！

メコン川ＦＷの調査結果

調査対象
・アンコールクラウ村の家庭１２軒
※都市から離れた農村

＜インタビュー項目の一部を抜粋＞

①水が原因で具合が悪くなったことはありますか
②自宅にトイレはありますか
③(あると答えた場合)現在のトイレで改善したい
ところはありますか

④(ないと答えた場合)トイレは欲しいですか

アンコールクラウ村

街の中心から
約12km,車で30分
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